
１．平成26年３月期第２四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年９月30日）

（２）連結財政状態
２．配当の状況
３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

平成26年３月期 第２四半期決算短信［日本基準］（連結）平成25年11月５日上 場 会 社 名 ＫＹＢ株式会社（カヤバ工業） 上場取引所 東コ ー ド 番 号 7242 ＵＲＬ http://www.kyb.co.jp代 表 者 （役職名）代表取締役社長執行役員 （氏名）臼井 政夫問合せ先責任者 （役職名）経理本部財務部長 （氏名）國原 修 ＴＥＬ 03-3435-3541四半期報告書提出予定日 平成25年11月８日 配当支払開始予定日 平成25年12月５日四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有四半期決算説明会開催の有無 ： 有（機関投資家・アナリスト向け） （百万円未満切捨て）（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％26年３月期第２四半期 170,624 10.5 10,004 41.8 10,594 63.9 6,569 67.225年３月期第２四半期 154,347 △6.3 7,055 △43.5 6,464 △46.1 3,929 △45.0（注）包括利益 26年３月期第２四半期 11,016百万円（ ％）－ 25年３月期第２四半期 217百万円（ ％）△96.1１株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益円 銭 円 銭26年３月期第２四半期 29.72 －25年３月期第２四半期 17.78 －総資産 純資産 自己資本比率百万円 百万円 ％26年３月期第２四半期 332,063 126,481 37.025年３月期 327,912 116,435 34.5（参考）自己資本 26年３月期第２四半期 122,955百万円 25年３月期 113,210百万円年間配当金第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭25年３月期 － 4.00 － 4.00 8.0026年３月期 － 4.0026年３月期（予想） － 4.00 8.00（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無 （％表示は、対前期増減率）売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭通期 345,400 13.0 18,700 78.5 19,900 46.7 12,200 56.6 55.20（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有



※  注記事項新規 － 社 、除外 － 社（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
（４）発行済株式数（普通株式）
※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きが実施中です。※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の情報に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無②  ①以外の会計方針の変更 ： 無③  会計上の見積りの変更 ： 無④  修正再表示 ： 無①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期２Ｑ 222,984,315株 25年３月期 222,984,315株②  期末自己株式数 26年３月期２Ｑ 1,955,750株 25年３月期 1,947,687株③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期２Ｑ 221,032,253株 25年３月期２Ｑ 221,048,911株
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（１）経営成績に関する説明当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年９月30日）におけるわが国経済は、円安の持続と輸出の増加を背景に景気は緩やかに回復しています。一方、世界経済は、米国では財政問題に対する懸念があるものの景気は安定して推移しています。また、低迷が続いた欧州では地域差があるものの景気が下げ止まりつつあり、中国でも輸出・生産が回復基調にあります。しかしながら、一部の新興国では通貨安等により景気が鈍化傾向にあります。このような環境のもと、国内の自動車市場は、景気の回復基調や円安により輸出が伸びておりますが、全体として生産台数は前年同期を下回る結果となりました。また、国内の建設機械市場は、震災復興、排出ガス規制や消費税増税前の駆け込み等により需要が増加したものの、一部の新興国での需要が低迷したこと等により全体として前年同期を若干下回る結果となりました。このような状況の中で、当社グループは主に次のような活動に取り組んでまいりました。１）日本国内生産体制の充実①ミニショベル用シリンダの革新的な生産体制を構築するための新工場建設②モノブロックバルブ用鋳物の生産を拡充するための新工場建設③平成25年10月１日に日本における二輪車用油圧緩衝器事業の一部を分離し、ヤマハ発動機株式会社との合弁事業会社を発足④免制震用オイルダンパの生産体制強化２）グローバル生産体制の充実①メキシコの新生産拠点でのＣＶＴ（無段変速機）用ベーンポンプの生産体制を整備②平成25年10月１日にインドにおいてヤマハ発動機株式会社との二輪車用油圧緩衝器生産のための事業開始③インドネシアにおけるＡＳＥＡＮ向け中型ショベル用油圧シリンダの現地生産化に向けた新拠点設立を準備④インドにおいてコンクリートミキサ車の生産開始当社グループの売上高につきましては、1,706億円と前第２四半期連結累計期間に比べ162億円の増収となりました。これは、主に海外での自動車向け製品販売が増加したことおよび為替の影響等によるものであり、前第２四半期連結累計期間に比べ10.5％の増加となりました。営業利益につきましては、グループ全体で原価低減活動を主とする事業構造改革を進めてまいりました結果、100億４百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ29億49百万円の増益となりました。四半期純利益につきましては、65億69百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ26億39百万円の増益となりました。（２）財政状態に関する説明財政状態につきましては、総資産が3,320億円と前連結会計年度末に比べ41億円の増加となりました。流動資産は売上高の増加により受取手形及び売掛金が増加したものの、設備投資等により現金及び預金が減少し、18億円減少の1,680億円となりました。固定資産は、新規設備投資による有形固定資産増加により、59億円増加の1,640億円となりました。負債は設備関係支払手形、未払金等の減少により、58億円減少の2,055億円となりました。純資産は、四半期純利益による利益剰余金の増加、および為替換算調整勘定の増加等により、100億円増加の1,264億円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明平成26年３月期の通期の連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間を通して期初の想定為替レートを上回る円安水準であったこと、また、自動車向け製品の販売増加が見込まれること等により、以下の通り平成25年８月５日公表の連結業績予想を修正いたします。平成26年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の情報に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動該当事項はありません。（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用該当事項はありません。（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示該当事項はありません。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭前回発表予想（Ａ）（平成25年８月５日） 341,100 18,000 18,900 10,900 49.31今回修正予想（Ｂ） 345,400 18,700 19,900 12,200 55.20増減額（Ｂ－Ａ） 4,300 700 1,000 1,300 －増減率（％） 1.3 3.9 5.3 11.9 －（ご参考）前期実績（平成25年３月期） 305,752 10,473 13,561 7,789 35.24
２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表（１）四半期連結貸借対照表 （単位：百万円）前連結会計年度(平成25年３月31日) 当第２四半期連結会計期間(平成25年９月30日)資産の部流動資産現金及び預金 33,530 27,061受取手形及び売掛金 77,834 83,050製品 21,814 21,155仕掛品 11,647 13,637原材料及び貯蔵品 8,607 8,173繰延税金資産 4,194 4,406短期貸付金 3,051 55その他 9,597 10,822貸倒引当金 △436 △353流動資産合計 169,841 168,008固定資産有形固定資産建物及び構築物（純額） 39,417 45,573機械装置及び運搬具（純額） 47,198 49,466土地 24,335 25,807リース資産（純額） 2,036 2,271建設仮勘定 15,687 11,922その他（純額） 2,794 2,932有形固定資産合計 131,469 137,974無形固定資産のれん 4 700ソフトウエア 114 112その他 1,129 1,173無形固定資産合計 1,247 1,986投資その他の資産投資有価証券 21,104 20,226繰延税金資産 2,451 1,504その他 1,859 2,424貸倒引当金 △62 △62投資その他の資産合計 25,353 24,093固定資産合計 158,071 164,054資産合計 327,912 332,063
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（単位：百万円）前連結会計年度(平成25年３月31日) 当第２四半期連結会計期間(平成25年９月30日)負債の部流動負債支払手形及び買掛金 58,558 59,292短期借入金 47,200 48,632リース債務 401 462未払金 11,637 9,749未払法人税等 1,466 3,539設備関係支払手形 9,453 2,320製品保証引当金 3,605 4,038役員賞与引当金 147 89その他 15,191 12,322流動負債合計 147,661 140,447固定負債長期借入金 45,719 46,726リース債務 1,683 1,866再評価に係る繰延税金負債 3,965 3,965退職給付引当金 10,404 10,574役員退職慰労引当金 70 68環境対策引当金 222 220資産除去債務 390 383その他 1,359 1,328固定負債合計 63,814 65,134負債合計 211,476 205,581純資産の部株主資本資本金 19,113 19,113資本剰余金 21,009 21,009利益剰余金 67,216 72,849自己株式 △549 △553株主資本合計 106,790 112,418その他の包括利益累計額その他有価証券評価差額金 3,121 4,206土地再評価差額金 5,316 5,316為替換算調整勘定 △2,018 1,014その他の包括利益累計額合計 6,419 10,536少数株主持分 3,225 3,525純資産合計 116,435 126,481負債純資産合計 327,912 332,063
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書（四半期連結損益計算書）（第２四半期連結累計期間） （単位：百万円）前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日至 平成24年９月30日) 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日至 平成25年９月30日)売上高 154,347 170,624売上原価 125,525 135,836売上総利益 28,822 34,787販売費及び一般管理費 21,766 24,782営業利益 7,055 10,004営業外収益受取利息 65 105受取配当金 199 422為替差益 － 221受取技術料 129 102持分法による投資利益 266 140補助金収入等 114 32その他 496 759営業外収益合計 1,271 1,785営業外費用支払利息 853 795為替差損 820 －その他 189 399営業外費用合計 1,862 1,194経常利益 6,464 10,594特別利益固定資産売却益 82 271特別利益合計 82 271特別損失固定資産処分損 183 204減損損失 16 3投資有価証券売却損 － 21投資有価証券評価損 8 －特別退職金 89 12特別損失合計 297 241税金等調整前四半期純利益 6,248 10,625法人税、住民税及び事業税 1,986 3,546法人税等調整額 144 230法人税等合計 2,130 3,776少数株主損益調整前四半期純利益 4,117 6,848少数株主利益 187 279四半期純利益 3,929 6,569
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（四半期連結包括利益計算書）（第２四半期連結累計期間） （単位：百万円）前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日至 平成24年９月30日) 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日至 平成25年９月30日)少数株主損益調整前四半期純利益 4,117 6,848その他の包括利益その他有価証券評価差額金 △1,499 1,084為替換算調整勘定 △2,263 2,745持分法適用会社に対する持分相当額 △137 337その他の包括利益合計 △3,900 4,167四半期包括利益 217 11,016（内訳）親会社株主に係る四半期包括利益 117 10,686少数株主に係る四半期包括利益 99 329
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日至 平成24年９月30日) 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日至 平成25年９月30日)営業活動によるキャッシュ・フロー税金等調整前四半期純利益 6,248 10,625減価償却費 6,607 7,924固定資産売却損益（△は益） △82 △271固定資産処分損益（△は益） 183 204投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 8 21減損損失 16 3のれん償却額 0 78負ののれん償却額 △0 △0貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 △154退職給付引当金の増減額（△は減少） 128 104製品保証引当金の増減額（△は減少） 144 277役員賞与引当金の増減額（△は減少） △87 △58役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △61 △1環境対策引当金の増減額（△は減少） － △1受取利息及び受取配当金 △264 △528支払利息 853 795持分法による投資損益（△は益） △266 △140売上債権の増減額（△は増加） 4,795 △2,585たな卸資産の増減額（△は増加） △551 598仕入債務の増減額（△は減少） △5,823 △1,038未払金の増減額（△は減少） △193 540その他 1,192 △4,399小計 12,859 11,991利息及び配当金の受取額 663 1,001利息の支払額 △832 △933法人税等の支払額 △3,707 △1,495法人税等の還付額 43 －営業活動によるキャッシュ・フロー 9,025 10,562
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（単位：百万円）前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日至 平成24年９月30日) 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日至 平成25年９月30日)投資活動によるキャッシュ・フロー定期預金の預入による支出 △456 △226定期預金の払戻による収入 692 180有形固定資産の取得による支出 △14,272 △21,260有形固定資産の売却による収入 110 541投資有価証券の取得による支出 △603 △972投資有価証券の売却による収入 － 9関係会社株式の取得による支出 △109 △474貸付けによる支出 △77 △116貸付金の回収による収入 76 115その他 △55 △690投資活動によるキャッシュ・フロー △14,696 △22,894財務活動によるキャッシュ・フロー短期借入金の純増減額（△は減少） 4,113 839リース債務の返済による支出 △203 △191長期借入れによる収入 10,169 8,959長期借入金の返済による支出 △5,079 △8,913自己株式の取得による支出 △1 △4自己株式の売却による収入 0 －配当金の支払額 △1,105 △884少数株主への配当金の支払額 △392 △441財務活動によるキャッシュ・フロー 7,500 △636現金及び現金同等物に係る換算差額 △570 929現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,259 △12,038現金及び現金同等物の期首残高 42,009 35,215新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 2,515現金及び現金同等物の四半期末残高 43,268 25,692
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該当事項はありません。該当事項はありません。部門別売上高（連結）

(注)「ＡＣ事業」は「オートモーティブコンポーネンツ事業」の略称であり、「ＨＣ事業」は「ハイドロリックコンポーネンツ事業」の略称となっております。

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（継続企業の前提に関する注記）（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）４．参考情報区分 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日至 平成24年９月30日) 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日至 平成25年９月30日) 対前期増減（△印減） 前連結会計年度(自 平成24年４月１日至 平成25年３月31日)売上高(百万円) 構成比(％) 売上高(百万円) 構成比(％) 百万円  ％ 売上高(百万円) 構成比(％)ＡＣ事業 90,562 58.6 106,241 62.3 15,678 17.3 184,802 60.4四輪車用(油圧緩衝器) (58,483) (37.9) (71,696) (42.0) (13,213) (22.6) (121,416) (39.7)二輪車用(油圧緩衝器) (11,162) (7.2) (11,876) (7.0) (713) (6.4) (24,601) (8.0)四輪車用(油圧機器) (17,307) (11.2) (19,115) (11.2) (1,808) (10.5) (32,494) (10.6)その他製品 (3,609) (2.3) (3,552) (2.1) (△56) (△1.6) (6,290) (2.1)ＨＣ事業 56,801 36.8 57,131 33.5 330 0.6 105,067 34.4産業用(油圧機器) (50,606) (32.8) (51,244) (30.0) (638) (1.3) (93,714) (30.7)航空機用(油圧機器) (2,985) (1.9) (3,378) (2.0) (393) (13.2) (5,848) (1.9)その他製品 (3,209) (2.1) (2,507) (1.5) (△701) (△21.9) (5,505) (1.8)その他 6,983 4.6 7,251 4.2 268 3.8 15,882 5.2特装車両 (1,934) (1.3) (3,008) (1.7) (1,074) (55.6) (4,101) (1.3)その他製品 (5,049) (3.3) (4,242) (2.5) (△806) (△16.0) (11,780) (3.9)合 計 154,347 100.0 170,624 100.0 16,276 10.5 305,752 100.0

Ｋ Ｙ Ｂ㈱（カヤバ工業）（7242）平成26年３月期 第２四半期決算短信

- 10 -




